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The recent survey and the interviews wi出 theforeign undergrョduatesin出e
Faculty of Engine町ingindicates出at也eyare having di血cultiesin undぽstanding
regular classes required by出euniv町sityand by the department of each student 's 
major. This is due to not only their insu血cientj apanese but also the lack of their 
basic knowledge in出eirspecialty and English as well. Supplementa1 classes for 
foreign undergraduates such as "Engineering in japan" which is newly 0首位ed出is
y句 rfor them is necessary to aim出efollowing objectives. 
(1) japanese to the level of出e命'Stgrョdejapanese Proficiency Test 
(2) Fundamental scientific subjects such as caIculus to the level required in the 
classes in our engineering departments. 
(3) English to the second grade level of English Proficiency Test 
Key>>匂ITds: Foreign Undergraduates， Supplemental Classes， Japanese， Mathematics， 
English 
1 はじめに
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大学における留学生教育を、外国人枠の入試に合格した学生がその大学での正規授業を受けて単
位取得を可能にするための補完的教育と位置付けるならば、次の2つの領域に分けられる。第 1は
*留学生専門教育
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留学生が留学先の正規授業での使用言語によってその授業に参加できるようにするための言語教育、
第2は留学生が所属する学部学科のカリキュラムに円滑に参与できる専門基礎教育である。福井大
学工学部において、第 1については、日本語教育である。これは入試に際し義務づけられている日
本語能力試験 1級をクリアするための大学入学以前の日本語能力にプラスすべく大学での第 1外国
語として必修である日本語4科目 8単位である。第2の学部領域における専門基礎学力の補充につ
いては、それぞれの学部に任されているに過ぎず、それも授業担当教員が各々の工夫と裁量で対応
している。
本稿では福井大学の工学部学部留学生の学力と理解度の実態を分析し、工学部学部留学生のための
補完的教育の必要性と本年度新たに開講された f日本の工業技術j を含む留学生教育の体系化に向
けての提言を試みる。
2 福井大学工学部学部留学生の日本語その他の学力
2 -1 学部留学生の背景
現在(1999年 7月)、福井大学には 35人の学部留学生が在籍しているが、工学部にはそのうちの
3 2人 (91. 4%)が在籍している。工学部留学生の出身国別人数は、中国 17入、アレーシア
1 3人の 2カ国で93. 8 %を占め、その他タイと韓国各 1人である。マレーシア政府派遣の留学生
9人以外は23人全員私費留学生である。
マレーシア政府派遣留学生はマラヤ大学の留学コース入学者が 1年間マラヤ大学で日本語を学習
して、福井大学を希望あるいは先生に勧められマレーシア政府の奨学金(1か月約 11. 5万円)
で福井大学に留学しており、福井大学の受験を通ってきた者ではない。かれらはマラヤ大学に戻る
ことはなく日本の大学を卒業することは必然である。卒業後はマレーシアに戻る義務は課せられて
いないが、イスラム教信者であることもあり国家に対する忠誠心は強い。マラヤ大学での 1年間に
日本語をかなり学習しており特に漢字の読み書きは日本のいわゆる日本語学校で 1年間日本語を学
習した非漢字圏の平均的な留学生の漢字力より優れていると(筆者の日本語学校での経験から)思
われる。日本語能力試験および本学入学試験を経て本学に入学してきた漢字圏(中国)の学生との
日本語学力差はほとんどない。表1 はマレーシア出身の留学生3人と中国出身留学生3人の平成
1 1年度授業開始前に実施したプリテスト(国際交流基金発行、日本語能力テスト 2級程度)の点
数で、有意な差は認められない。
表1 プリテストの出身国別結果
マレーシア系 中国系
各自の点数 74 69 
77 77 
80 78 
flJl均点 77.0 74.7 
2-2 留学生の日本語能力
マレーシアの政府派遣の留学生をのぞき、全留学生が福井大学工学部の外国人枠での入学試験で
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合格した留学生である。彼等の大部分は1年から 2年日本のいわゆる私設の日本語学校の出身者、
一部は福井大学の聴講生として半年から 1年在籍した者である。入学試験には、前年の 12月に日
本国内(日本国際教育協会が主催、実施)または海外(国際交流基金が実施)で実施する日本語能
力試験1級と、日本国内で実施される私費統一試験の理科系(英語、数学、理科 1科目)の受験が
義務づけられている。その結果と各学科ごとに行う試験日当日の面接での日本語コミュニケーショ
ン能力で、ある程度の日本語力を達成していると認められている者が入学しているはずである。最
低点や面接の点数化などは学科により異なり、工学部としての取り決めはない。日本人学生のセン
ター試験や 2次試験の学力試験の最低点等も学科で異なるのと同じである。私費統一試験も試験問
題は日本語の指示であるから、日本語力がある程度ないと問題解決に至らないことが多く、よって
この点数も日本語力に左右される。このような誌験をクリアしてきた者が入学しているはずである
が、その日本語力の不足は、実際の授業で日本入学生と机を並べると、歴然として大きいことがわ
かる。「作文例 1Jは入学 1か月後の作文「福井大学の印象Jからの抜粋とインタビュー(前期終了
時 19 9 9年7月実地)で一部録音したものの文字化である。
「作文例 1J 
留学生の作文からの抜粋 ( は本稿筆者。この部分は誤り。(以下同様)) 
(後ろのはそれを書いた学生の所属学科(以下同様))
1 ) 授業の時専門用語がいっぱいあってとても理解しづらいです。どうしたら日本の学生とお
なじようによくわかるようになれるかなと考えていますo (情報メディア学科、以後 1) 
2 )先生の講義はわかりにくくて黒板に書いたノートも読みにくいでした。その上同じ学科の友達
もまだできました。私は日本語が全然話せないだと思った友達は私の側に座らなかった。(機械
工学科、以後M)
3 )今までは授業がまだたくさんな言葉がわからないし、とても困っている。だから私は日本人の
友達に頼まないと何もならない。 (M)
4)授業の時、留学生にとして、日本語のわからないことはたくさんあります。(1 ) 
わからない日本語とは、上の 1)や3)からは「語葉」の不足によるものであることがわかる。
また上の作文の の日本語の誤用からもわかるように日本語文法、用法、文体の未習得によ
るものである。これらは能力試験 1級で要求されているものであるので一応既習事項である。留学
生自身が習得に至っていないということになる。
インタビュー例(先:留学生専門教育教官、アルファベット:学生、発言中のポーズは /で表示、
後の( )は発言者の所属学科(以下同様))
リ1)先:何か困ったことありましたか?
A:もちろんあります.例えば日本語。
先;わからないことがあるんですか。
A:たくさんあります。わたしのレベル低い、 1ほかの留学生、比べて低いです。((建築建
設学科、以後A)
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U 2) B :漢字、あの11たくさん覚えるのはむつかしいです。 (B)
tl3) C ; (授業は)自分でわからないこと、いっぱいある。
先:そういう時、チューターに聞いたりしたんですか?
C;レポートあるとき、(チューターに)きいたけど、 11/あの、 11
先:授業のときは、聞けないしね。
C : ~まい、いつは!いある。( 1 ) 
リ4) 0 : 数学だけじゃなくて読むだけ問題多い。だから大変です。 (M)
リ5)E :先生が、 11黒板書いたノート11こう11
先:つづけたり、略したり、速く書くから1
E:そう。読みにくいでした。だからわからない。 (B)
2-3 共通教育科目の履修
日本入学生のセンター試験にあたるのが留学生の私費統一試験で、英語、数学、理科 1科目の基
礎学力が試される。しかし、留学生の統一試験は試験の量・質・難易度でセンター試験と比べて落
ちるのは否めない。
福井大学工学部では共通教育科目として外国語科目、保健体育、情報処理基礎など 12単位と教
養教育20単位を揃えないと卒論に進めない。これらは大学入学試験をクリアしてきた、つまり高
等学校教科書程度の知識は持っている学生対象の授業である。留学生は外国語科目として日本語8
単位と英語4単位が必修である。日本の教育システムに入っていない留学生のこれら基本的な学力
はどの程度であるのか、英語と理科系基礎科目でみてみる。
1 )英語
英語に関して、英検2級の試験(過去問)の一部を平成 11年度に入学した工学部1年留学生(マ
レーシア出身3人、中国出身3人)とそのチューターである日本人学生2人にさせてみた結果が表
2である。英検は日本的な英語の試験形式であり、それに慣れないという点で留学生に不利である
かもしれないが、日本人学生の方が優れている。なかには英語は全く本国(中国)でやったことが
ないという留学生もいてこの試験にも参加しなかった.統一試験の直前に日本語学校で英語をはじ
めて勉強したという留学生もいる。入試では総合得点が問題となり各教科毎の得点は一般的に考慮
されない。英語についてある留学生は「作文例 2Jのように書いている。
「作文例2J 
5)英語 l-BIIはさっぱりわからない。基礎的な英語を教えて欲しい。 (B)
6)訳す時、英語の意味は日本語で表現することがちょっとできない立と思う。(1 ) 
7 )開き取りとかしゃべることはできるんですけど書くとか読むとか、私の場合下手。英語の慢業
は訳すだからちょっと大変。 (M) (参:マレー シア出身留学生)
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表2 英検 2級過去問の出身国別平均点
日本人チュサー マレサ了出身留学生 中国出身留学生
1番(語葉・語法・文法) 24.0 19.7 10.7 
2番(対話文) 9.0 10.0 5.3 
3番(読解、空所充填) 8.0 8.0 6.4 
4番(読解、内容真偽) 9.0 8.2 7.7 
合計点 50.0 45.9 30.1 
英語はインターネットの時代を迎え、世界の言語としての地位をゆるぎないものとしており、日本
人学生同様留学生も英語の必要性は増している。英語で書かれた教科書がわかるくらい、つまり英
検2級レベルを目指して効率よい英語習得を目指す補習を開講すべきである。(チューターの 1人
は英検 2級の合格者であるが、英語の教科書(生物系)の意味をとるのに相当時間がかかると述べ
ている。)
2)理科系の基礎的知識の実態
工学部留学生 8人に、日本の高等学校で使用している化学と生物の教科書の一部を読んでもらい、
わからない語句，意味をその場で記入してもらった(表 3)。以下のように専門的な語葉、カタカナ
用語、その他の 3つに区分される。
1専門的な語葉
専門的な用語でわからないものは調べればわかるから、それほど問題ではない。しかも読解力が
あればその教科書に説明がなされていることが多い。それに気付かないことの方がむしろ問題なの
である。日本の高校生でも専門用語は教科書の説明か先生の説明ではじめて理解するものであろう
から、留学生も日本人と閉じ土俵に立っているのも同然である。読解力、洞察力、あるいはその背
景となる基礎的知識の量、または不明点解明の手段方法の活用能力が問題である。留学生が専門用
語がわからないため授業が難しいという場合、本来の専門用語ではなしトー般的な語葉を指している
ことが多い。表4からもわかるように、日本の文化で、育っていないためわからない語葉(例えば「線
香JrばいきんJ) をはじめ、基本的な語葉不足にすぎないもの(表3の[その他Jの項に入ってい
る語句)を専門的な用語と考えてしまう留学生も多いみ
2、カタカナの用語
少なく止もマレーシア出身者は英語なら理解できるもの(例えばレール、バクテリアなど)でも、
日本式のカタカナ表示ではそれに対応する英語が浮かばないというものがある。
英語表示が国際的に汎用されているものに関しては必ずしも日本語は必須ではないが、学部レベ
ルの専門書では日本語のみの表示が多いうえ、日本語の講義でカタカナ用語が使用されていること
を考えるとある程度カタカナ用語に習熟しなければならないであろう O 自分の専門に必須なことは
各学科での必修授業で、当然出てくるもので、常識的なカタカナ間用語は工業日本語!などの授業で
補充していけばよいことであろう G
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表3 留学生の日本の高等学校教科書の理解度
東京書籍発行:化学H第 1章 f化学反応の速さJ及び生物E第 1章「生物を特色づけるタンパク質J
の中でわからない語句、表現(語句の後ろの数は人数を表示、数字のないものは 1人だけのもの)
曙門的な語葉1 触媒3、ヨウ化水素、塩基、有機化合物、不飽和油脂、接触式硫黄製造法、
集気瓶2、硫黄、
酵素2、側鎖2、代謝3、膜3、脂質、増殖4、ろ紙、酵母3、蒸留、耐熱菌、
補酵素2、還元、基質2、活性、老廃物2、嫌気呼吸3、好気呼吸3、
乳酸発酵2.解糖系2、
カタカナ用語2 レール3、エステル4、バーナー2.マンガン、ミトコンドリア、ペプチド、
ポリペプチド、メチオニン、フェニル、カラミン、ミオシン，マクロファージ、
バクテリア、ムギ、
その他 名調 影響 増加、前述、線香4、燃焼、火花、密閉2、何乗3、鉄粉、粉末2、
経過、用途、生産効率、銅像、峠2，分布、使途、
細胞3、運搬、ひだ3、しきり 2、経路、特色、棒状、爪、発芽3、寒天6、
沸騰、阻害3、貯蔵、傷口、かみそり、主張2、汁、促進3、特異性、部位、
顕微鏡、死滅、特異性、部位、伝達2、平板、なぞ3、ばいきん2、
剛詞 きわめて4、著しく、非常に、途方もなく 2、いわば、やがて、
防容調 急激、円滑3、特有、あやしげ8、透明、
働調 満たす、保たれている、放置する、燃え尽きる、砕く、ふさぐ、防ぐ、
もたらす、より合わさる2、奪う 2、引き下がる2、すりつぶす2、
しみこませる、名づける、言いきる、放出する 2、至る、用いる、生じる、
依存する
同?の他 前者は・・後者は・・、
-につき・
3、専門的な語藁以外の基本的な語集、表現、用法
いわゆる日本語能力が 1級レベルに達していないものである。読んでわからない用法は聞いて理
解できるはずはない。授業がわからない最大の原因はこの日本語能力不足であろう.日常の対話の
場合は文が短い上、コンテクスト(談話の文脈)から事情、状況がわかり文法的に不明、誤用なこ
とでも推測がついたり、確認のために聞き返したり、繰り返したりすることにより正しい理解に導
かれることが多いが、授業で自分にとって未知なことを一方的に聞いている場合、理解できないの
は当然である。大学では板書に頼るわけにはいかない。 (r表4J参照)よってこの部分は「日本語j
のコースで補充するべきである。
l ここでは国立国語研究所「中学校教科書語藁Jにない用語
2 カタカナの語句は専門的な用語でも全てここに入れた。
表4 板書に頼れない大学の授業一一一作文とインタビューから
作文例 2 )先生の講義はわかりにくくて黒板に書いたノートも読みにくい主」左。
8)先生はバラバラ書くからわからない。 (M)
11)先生がノート速く書いたのであまり集中できなくなっていしまいました。 (B)
12) (線形代数も)やばり教科書があればいいと思います。(1 ) 
(インタビュー例 5) 
E:先生が、 /1黒板書いたノート/1こう//1
先:つづけたり、略したり、速く書くからH
E :そう。読みにくいでした。 (B)
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日本人学生でも落ちこぼれることが多い科目を難なくこなすことは留学生には稀少で、それらを
理解するためチューターはじめ日本人学生あるいは同国人の友人先輩に教えを乞うなど種々努力を
するか、諦めるかである。これは本年度工学部を卒業し、博士前期課程に進学した留学生のインタ
ービュー(例 6)でも明らかである。
インタービュー例6)学部卒業留学生Fとのインンタビューから抜粋し文字化
先:授業が分からないときはどうしたんですか。
F:自分で解決するんです。
先:チューターとかに聞くの?
F:チュータ一、 /1/別に関係ないですね。
先:じゃ、自分でやれたの?
F:そのまま、 Iわからなくて、ということ。
先:留年する留学生がいるでしょ?
F:それは勉強しない人です。ちゃんと勉強すればわからないことないですよね。日本人にきくこ
ともIIできるし、 /1つぎにわかることもある。
先:留学生はアルバイト、大変でしょ。
F:それは日本人でも同じ人いる。 (A) 
3 新開講科目「日本の工業技術Jの成果と媒題
本年度から学部留学生向けに「日本の工業技術J(教養教育(共通教養・副専攻科目) 2単位)が
開講され、留学生教育との関わりある工学関係の先生3人がそれぞれ4"'-'5回の講義を担当された。
a)受講者と出席率
今回は工学部入学留学生がたつた 6人であり、他の共通教育の日本語関係の講義3つ(日本事情
A.応用日本語 I、多文化コミュニケーション)と時間帯が同じであったため、工学部学部生の 6人が履修し
たのみである。
298 
出席率は表5のように平均 90.5%とかなりよい。
表5 日本の工業技術J出席率 (単位%、 A~F は留学生)
jAiol 13- 1001 C 92.81 D 85.71 E 85.71 F 78.6 1平均 90.51 
b)成果
毎回の授業後、「わからなかったこと、ことばJrはじめて知ったこと、理解できたことJrその他
感想」を記入して提出してもらった。(表6)
表6 日本の工業技術j の受講後の提出物の内容の一部
「わからなかったことばJ(後ろの数字は人数、ないものは 1人の場合)
アルミニウム、ジュラルミン、サビ、めっき、ギア、チェーン、パイプ、ベクトル、まさつ力、
長所、短所、算盤2、補数、たしざん2、引き算2、かけざん2、計算尺、十五夜、四六時中、
味の素、厚生省、ピル、不純物2、光学活性、副作用2、なまぐさい 2、むだ、防ぐ、防止、フ
ロンガス 2、圧縮機2、熱交換器、オゾン、ピル2、サリドマイド 2、グルタミン酸ナトリウム、
界面2、毒2、紫外線、フロッピ一、ラテックス 2、引っ張る、ちぢむ2、エントロビー 3、不
規則2、超伝導、クローン、サランラップ2、お金もうけ、プラスチック、弾力性、はずむ、細
胞2、ゴム、コンドーム 2、のびる、でたらめ、制御、玄米、吸収、ステアリング、シャフト、
アセンブリ言語2、ちょろちょろ、ボールベアリング、アナログ、銑鉄、巻き取り、圧延、需要、
「わからなかったことJ
そろばんで計算のしかたは分かりにくいです。小学校の時も勉強しなかった。でも今母国では小
学生は勉強します。
仕事とエントロビーの関係です。エントロビーの観念が分かりにくいです
fはじめて知ったことJ
技術は問題を理解しながら他の問題を作ります。
前は新幹線に関して知ってることは全く利点です。先生の授業を通して新幹線は欠点もあること
ははじめて知りました。
冷蔵庫はフロンガスを使ってる。フロンガスはガンにつながるので体に良くない。
冷蔵庫の戸を聞いて部屋あつくなってさむくならない。
ベルヌーイの法則
クーラーの原理と冷蔵庫の原理同じ
日本のコンドームの技術はとっても進学していることがはじめて知ります。コンドームの薄さは
O. 1 mmくらい、とっても薄いですね。ゴムは熱くなると長さは短くなるそうです。
ゴームは引っ張るとき冷たくなります。イギリスの医者 Dr.Condomがコンドームを発明しま
した。
ゴムを暖かくすると伸びるじゃなくてちぢみます。人工的なものをつくるのは自然の不規則なも
のを規則に変えます。プラスチックにはたくさんの穴があります。分子や細胞はプラスチック
l三通れます。エントロビーは物体の熱力学的な状態を示す物理量の一つである。そして無秩序の
度合いを表す。
ゴムはひっぱると冷たい。
計算尺の使い方旦はじめて知りました。それから昔の電卓のようなものも見ました。この物は先
生のものです.
日本ではピルという避妊薬が禁止されています.ピルの主成分は・・ですが、・・という不純物が
あります。化学の角度からみれば同じ物質ですが、光学活性が違います、性質も全然違います。
算盤でたしざんと引き算をすればコンビュタより速いです。コンビュータは2進数を使つである
そうです.
フロッピの記憶量は1.4x16MBで約3日間の新聞の言葉である.コンビュタの短所もある、
例えばY2Kあるいは2000年問題や常識がなくて学習能力も不足など.
日本の薬の副作用の意義です。味の素と化学成分。コンビュータと昔の計算用具の原理、 2進制
昔のと今の炊飯器の違いを教えてもらいました。そんなぎじゅつを初めて知ってとても便利な知
識です。毎日ごはんをたいたものの仕組が分かることがよかったと思います。
コンビュータのお陰で人間は高温危険な仕事から逃げた。製鉄の基本手順工程をみせてもらった。
ゲームは機械ゲームから computergameに変わる。
理想空燃比が113: 7のことをはじめて知りました。
「その他感想J
私は授業の時専門の言葉は言いにくいです。ちょっとはずかしいと思います。
先生の授業は速度はあんまりはやくないでわかりやすいです。
いろいろな知識を段段増えてきます。先生に感謝している.
今までコンビュータやフロッピーとかずっと使っていますが、原理や容量とか考えたこともない
です。こういうことをわかればもっと使いやすくなれると思います。コンビュータにどんな短所
があるか全くわからなかったです。やっぱり人間でも長所と短所とどもに必ずあります。どんな
進んでいるものでもあります。科学は海のように広い深いです。私はもっている知識が百万分の
ーさえでもないです。
日本の工業技術で使う言葉を勉強したいです。特に外来語を勉強したい。
目でみたものとか、現象とか、すべてただしどヱ旦ありません.しんけんに考えると、または実
験すると真理がでてきます。普通の生活にたくさんな科学の法則があります。もっと勉強したい
です。
授業にでた法則や公式や原理など、どの本で調べるとわかるの宣教えてもらいたいんです.自分
でさがすのは非常にむずかしいし、時間もかかります。あとは今回の授業が終わる時に次の授業
のテーマを教えてもらいたいです。予習する時に問題や言葉をじゅんびします.
授業はおもしろいです。でも主主20%のことわからない.金皇内容は詳しど過ぎです。
今週の講義は私にとってちょっと塾盤なことをおもいます。
まわりで普通のものにたくさんな高技術がたまっています.ずっと無視している現象をまじめに
考えると簡単に答えができません。あたりまえと思うことを科学的な角度から考えれば不思議に
違います。科学を勉強しているムとして、考え方は科学的に変わらなければならないです。
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理科や工業の一端についての講義であったが、出席率が高く(表 5)、「はじめて知ったことJが
多いこと、また感想文からわかるように、大きな成果があったと考えられる。留学生だけの授業の
ため、授業中に留学生が発言.質問をしており(参:授業を筆者が参観)、日本語力的にも大きな教
育効果がある。
出身国と日本との教育内容の違いがあり、理工系の日本人学生には高等学校の学習内容であって
も留学生の出身国では教えていない内容のことが存在する。また同国内でも地域により教育内容や
制度が異なることや留学生自身の能力差もあり、留学生により理解度には偏りが大きい。(表7)。
表7 科目別既習程度(r日本の工業技術J講義に関する感想より)
化学 化学は中学校で習ったですよ。これは易しすぎるです。 (B)
私は化学がちょっと苦手ですから内容よくわからないo (B) 
物理 私は中国でこれは習いました。易しいです。(1 ) 
物理関係は難しい。 (M)
c)課題
表6の感想でもわかるように、本年度開講の『日本の工業技術』は留学生にとって有益なもので
あった。これは全講義終了後のアンケート (6人中 5人回収)でもわかる。
アンケート集計(一部)平成 11年7月実施
「日本の工業技術Jの受講についてあてはまるものにOをつけてください。(複数回答)
来年度も単位を取得できるなら受講する 3 
単位に関係なく受講する 。
後期も開講して4単位ほしい 5 
もっと易しいことを 1 
もっと難しいことを 1 
その他 2 (日本語、日本の工業について知るチャ
ンスだった) (多くのことが習いました)
以上のように、この授業は、有益、好評であるので、さらなる拡充をめざして、来年度も開講す
べきである。問題は小人数のための教官の負担である。受講者を増やすことと、講義をされる教官
には他の授業時間を減らすなどの措置をとり、工学部として続行させるための方法を整える必要が
ある。次の①②を提案したい。
①今年度のように他の日本語の授業と並べて開講すると、受講者が限られ、留学生自身日本語の授
業の受講機会が減少するので外国語科目の時間として当ててある時間(例 :11年度火曜4限)に開
講する。(留学生は外国語は1コマ受講すればよいので2コマ分空いている。)
②せっかく留学生用に開講するものであるから。博士前期課程の留学生にも単位つきで開講する。
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4 数学
留学生が最も困っているのは専門必修の線形数学と微分積分で、殆ど全員が作文 f福井大学での
受講Jで取り上げている。
作文例3r福井大学での受講Jからの抜粋
8) (むずかしいのは)やっぱり数学です。先生はバラバラ書くからわからない。数学だけじゃな
くて読むだけ問題多い。だから大変ですo (M) 
9 )数学のレポート、何もわからないから日本人友達に頼るしかない…。 (M)
10)むずかしいのは数学、線形数学、微分積分です。 (B)
11)微分積分の問題を解立笠ことが苦手です.この授業の墜は、先生が乙ニ上速く書己主のであ
まり集中できなくなってしまった。 (B)
12)外国人に主主エ教科書は一番主盟ものですo (線形代数も)やばり教科書があればいいと思
います。(1 ) 
13)専門用語が多い授業はむずかしい。同じの教授、まったくいっしょの教科書けど、正しい意
味がわからなくて逆の意味を理解してもらった(しまった)場合も時々あります。(1 ) 
14)線形代数はむずかしいです.単位落として2回目です.今年落としたら困ります。 (M2年生)
15)数学はかんたんなことζ始めてだんだんむつかしくなることがいいと思います。 (B)
ほぽ半数が不可(平成 11年度前期:教務二課調べ)という結果である。 2年連続不可の者もいる。
単位取得が大変であることがわかる。よって補習が必要である.センター試験を経ないで入学して
きた高専出身の日本人学生に数学の補習が開講されているので、そこに留学生も参加できないかを、
数学担当の教官に伺った。以下のようで、無理なので、留学生用のコースを別に設けるしかない。
「彼ら(高専出身者)は線形代数はほとんどこなせていましたが、微積分ではかなり
困難なものを感じていたようです。日本人が日本語で講義を受けてその状況ですか
ら、留学生諸君の困難は想像できます。
日本語による講義での理解度が低い場合、補講の補講がいることになりかねないので、
高専クラスと留学生クラスとに分割せねばならず、・・。j
(高専出身学生の数学補講担当教官からの回答)
5 補習の必要性と楳題
2章2) 3)， 3章b)、4章で述べたように、留学生には
1 ) 日本語能力試験l級レベルの日本語能力の確保
2) 英語(英検2級レベル)と専門基礎科目の数学の補充(平均的日本人学生のレベルまで)
のための補習授業が必要である。
日本語については 3章c)で提案したように日本語関係授業との時間の競合を避ければその時間
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も日本語を履修できることになる。日本語の補講も 6コマ開講されており、時間数としては不十分
とはいえない。内容についての検討は課題である。
2)の専門基礎科目の数学と英語の補習を開講すればよい.教える側の負担が大きいのでその点
の配慮を考え、留学生にとっても正規授業プラス補習ということになれば負担になるので補習では
なく、授業として単位が出るようにすべきである。 3章でみたように共通教養科目の「日本の工業
技術jが工学の基礎について多くのことを学ばせ、学生の出席率、学生の満足度が高く、単位が取
得できればさらに受講したいという留学生が多い(参:3章c)の「アンケート結果 1J)ことから
もわかる。
問題は時間と講師の確保である。確実に作れる時間は現行の正規授業を 2本立てにして、留学生
用のクラスを現行授業時間と同時に開講することである。つまり線形代数、微分積分、英語の現開
講の時間に留学生用のクラスを並立して開講する。そうすれば講師の確保だけが問題になり、これ
は工学部として対応を考えていくことになる。
6 むすび
学部留学生にとって卒業は当面の最大目的である。そのためには単位を取得しなければならない。
日本語能力を大学レベルに上げることが第 1であるが、それを待ってから他の必修科目を受講する
わけにはいかない。日本語習得と同時に単位を取得していかなければならない.そのためには工学
部として共通に必須である基礎科目、つまり英語と数学について、留学生用のクラスを開講するこ
とで対応していく必要があることを検討した.講師の問題さえ解決できれば日本人学生が受講する
時間帯に並行して開講すること、担当教官のロードについての配慮することを提案し、これらは今
後の課題としたい。
工学部学部留学生のための教育は工学部全体として、発展的、長期的なものとして考え、福井大
学の留学生の質の向上と数の増加につなげていく必要がある.
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